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◇
本
庄
市
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ

　

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例

　

市
民
活
動
及
び
市
民
交
流
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
、
地
域

社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
庄
市

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

◇
本
庄
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

　

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に

伴
い
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

◇
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
３
号
）

　

放
課
後
児
童
対
策
事
業
、
産
地
復
興

対
策
事
業
な
ど
の
予
算
と
し
て
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
５
２
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５
３
億
４

６
７
万
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算
で
す
。

◇
平
成
２５
年
度
一
般
・
特
別
・
企

　

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

　
つ
い
て

本
庄
市
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
の

　
　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

29
議
案
を
審
議　

ど
な

　

地
方
自
治
法
及
び
地
方
公
営
企
業
法

の
規
定
に
よ
り
、
各
決
算
を
議
会
の
認

定
に
付
す
る
も
の
で
す
。
一
般
会
計
の

歳
入
決
算
額
は
２
９
８
億
９
２
５
２
万

７
３
５
６
円
で
前
年
度
比
８
・
８
％
の

増
。
歳
出
決
算
額
は
２
７
４
億
９
０
０

万
５
８
５
４
円
で
前
年
度
比
８
・
２
％

の
増
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
請
願
２
件
を
慎

重
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈 

採
択 

〉

▽
「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

　
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

提
出
者　

本
庄
市
児
玉
郡
広
域
聴
覚

　
　
　
　
　

障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

浅
見　

正
一

〈 

不
採
択 

〉

▽
よ
り
良
い
『
子
ど
も
・
子
育
て
支

　
援
新
制
度
』
を
実
現
す
る
た
め
の

　
請
願
書

　

提
出
者　

社
会
福
祉
法
人
み
の
り
会

　
　
　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

　
　
　
　
　

理
事
長　

矢
島　

孝
一

　
　
　
　
　

他
１
人

　平成２６年第３回定例会（９月定例会）を、９月２日(火)から
２９日(月)までの２８日間の会期で開催しました。
　今定例会には、市長から、条例の制定・一部改正、平成２６年
度補正予算など１８議案が提出され、さらに、最終日には、市長
から平成２５年度決算認定の９議案の提出がありました。また、
議員からは２議案の提出がありました。
　慎重審議の結果、平成２５年度決算認定の９議案を閉会中の継
続審査とし、それ以外の２０議案を原案のとおり可決しました。
ほかに、市長から１件の報告案件がありました。



議 案 番 号 件 名 付託委員会 議決の状況議決の内容

市　
長　
提　
出　
議　
案

第53号議案 本庄市市民活動交流センターの設置及び管理に関する条例 総 務 原 案 可 決 全 会 一致
第54号議案 本庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 賛成多数
第55号議案 本庄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 賛成多数
第56号議案 本庄市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 賛成多数
第57号議案 本庄市放課後児童健全育成事業に関する条例の一部を改正する条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一致
第58号議案 本庄市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一致
第59号議案 本庄市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 賛成多数
第60号議案 本庄市営住宅管理条例の一部を改正する条例 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一致
第61号議案 工事請負契約の変更契約の締結について 総 務 原 案 可 決 全 会 一致
第62号議案 財産の無償貸付について 総 務 原 案 可 決 賛成多数
第63号議案 損害賠償の額の決定及び和解について 総 務 原 案 可 決 賛成多数
第64号議案 市道路線の廃止について 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一致
第65号議案 平成２６年度本庄市一般会計補正予算（第３号） 各 委 員 会 原 案 可 決 全 会 一致
第66号議案 平成２６年度本庄市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一致
第67号議案 平成２６年度本庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一致
第68号議案 平成２６年度本庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一致
第69号議案 平成２６年度本庄市介護保険特別会計補正予算（第１号） 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一致
第70号議案 平成２６年度本庄市水道事業会計補正予算（第１号） 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一致
第71号追加議案 平成２５年度本庄市一般会計歳入歳出決算認定について 各 委 員 会 継 続 審 査
第72号追加議案 平成２５年度本庄市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 厚 生 文 教 継 続 審 査
第73号追加議案 平成２５年度本庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 建 設 産 業 継 続 審 査
第74号追加議案 平成２５年度本庄市住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 総 務 継 続 審 査
第75号追加議案 平成２５年度児玉都市計画事業児玉南土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 建 設 産 業 継 続 審 査
第76号追加議案 平成２５年度本庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 建 設 産 業 継 続 審 査
第77号追加議案 平成２５年度本庄市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 厚 生 文 教 継 続 審 査
第78号追加議案 平成２５年度本庄市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 厚 生 文 教 継 続 審 査
第79号追加議案 平成２５年度本庄市水道事業会計利益の処分及び決算認定について 建 設 産 業 継 続 審 査

出
議
案

議
員
提

議第３号議案 埼玉県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に
関する条例の一部を改正する条例に関する意見書 ― 原 案 可 決 全 会 一致

議第４号議案 「（仮称）手話言語法」制定を求める意見書 ― 原 案 可 決 全 会 一致
告
案
件

市
長
報

報 告 第 ６ 号 平成２５年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率について
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９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
次
の

２
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
可
決
し
た
意

見
書
は
、
関
係
行
政
庁
等
へ
提
出
し
ま

し
た
。

◇
埼
玉
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に

　
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て

　
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　
関
す
る
意
見
書
（
要
約
）

　

条
例
の
改
正
案
の
と
お
り
選
挙
区
割

り
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
、
現
北
３

選
挙
区
か
ら
美
里
町
が
除
か
れ
る
こ
と

に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
児
玉
郡
市
の
一

体
性
や
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
か
ら
本
庄

市
民
及
び
児
玉
郡
の
町
民
か
ら
到
底
理

解
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
元
民
と
民
主
主
義
的
に
話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
た
く
、
権
威
あ
る
県
議
会
の

ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
は
、

昭
和
46
年
に
設
置
さ
れ
、
本
庄
市
、
美

里
町
、
神
川
町
、
上
里
町
を
構
成
市
町

と
し
、
消
防
や
清
掃
、
斎
場
等
の
広
域

行
政
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
警
察
、
保

健
所
、
県
土
整
備
事
務
所
を
始
め
と
す

る
出
先
機
関
な
ど
の
構
成
も
同
様
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
児
玉
郡
市
の
一
体

性
を
損
な
う
条
例
改
正
に
本
庄
市
議
会

と
し
て
反
対
す
る
と
と
も
に
、
本
庄
市

及
び
児
玉
郡
が
同
一
選
挙
区
と
な
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

◇
「
（
仮
称
）
手
話
言
語
法
」
制
定

　
を
求
め
る
意
見
書
（
要
約
）　

　

手
話
と
は
、
日
本
語
を
音
声
で
は
な

く
手
や
指
、
体
な
ど
の
動
き
や
顔
の
表

情
を
使
う
独
自
の
語
彙
や
文
法
体
系
を

も
つ
言
語
で
あ
り
、
情
報
獲
得
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
大
切

に
守
ら
れ
て
き
た
。

　

障
害
者
基
本
法
第
22
条
で
は
、
国
・

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
情
報
保
障
施

策
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
手

話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る

こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞
こ
え
な

い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話

で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、
更
に

は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
た

法
整
備
を
国
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
と
国
会

が
次
の
事
項
を
講
ず
る
よ
う
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

記

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で

あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞
こ

え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、

更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研

究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目

的
と
し
た
「
（
仮
称
）
手
話
言
語
法
」

を
制
定
す
る
こ
と
。

平成26年第３回定例会提出議案等とその結果


